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在学生にひとこと：作業療法の世界では、対象者の方との「協働」が何より大切です。その

ためには、確かな医学的知識はもちろん、適切な関わり方や向き合う態

度を身につけていく必要があります。私自身もまだ道の途中です。皆さ

んと共に学び、成長していけることを楽しみにしています。 


